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 まだまだ暑い日が続き、なかなか秋らしい天気になりませんが、今年度は、学校生活

のリズムを取り戻すのが、例年より早かったように感じます。朝のボランティア清掃や

あいさつ運動にも活気が出ており、子どもたちの意欲の高まりを肌で感じます。うれし

いことです。 

早いもので、９月も下旬に入り、前期後半のまとめをする時期になってきました。学

習内容は、その日のうちに復習をするとその定着率が上がるそう

です。日々の授業を大切にすることはもちろんですが、家庭での

復習も同じように大切です。中・高学年は、「宿題をして、終わ

り！」にするのではなく、宿題プラス自主学習を加えたりして、

家庭学習の内容も充実させましょう。秋の夜長を利用して、読書

をするのもいいと思います。生活面も、学習面も成長の後がはっ

きりと見える前期にしたいものです。 

 

 

１４日（金）１～３年は、「ALSOKあんしん教室」を実施しました。登下校中の様々

な危険に対して、「いかのおすし」を使いながら、「何がどう危険なのか」、「それをどう

したら回避できるのか」等について学びました。当日は、５名の方が来校され、わかり

やすい説明と迫真の演技、ロールプレーイング中心の体験活動いっぱいの４５分間で、

子どもたちは、集中して学習に参加していました。 

「どんなに優しそうな人でも、家族が病気等と言われても、知らない人には、ついて

いかない。」「知らない人の車には、のらない。知らない人とは、大人の人が手を広げた

長さくらい離れる。」「身の危険を感じたときは、迷わず、『助けて～。』とおお声を出し、

すぐ逃げる。」「近くの大人に、すぐしらせる。」等の内容をそれぞれの学年の発達段階に

合わせて若干やり方を変えながら教えていただきました。 

インターチェンジの近くの地域は、遠くから来やすく、逃げやすいため、不審者に狙

われやすいそうです。本校も若干距離があるとはいえ、佐々ICの近くの地域です。地域

の方々の見守りも多く、安心・安全な地域ではありますが、事件・事故はいつ起こるか

わかりません。登下校中の危険から、どうやったら身を守ることができるのかをしっか

り学ぶことができた貴重な１時間でした。 

この活動は、企業の社会貢献活動だそうです。貴重な休みの日に来ていただいた

ALSOKの皆さま、ありがとうございました。 
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４月１７日（火）に実施された全国学力・学習状況調査（６年）につい

て、本校の結果及び傾向と今後の改善策についてお知らせします。 

国語Ｂ・理科は、全国平均を上回りました。 

国語Ａ・算数Ｂは、全国平均を下回っていますが、市・県平均並みです。 

算数Ａの成績は、改善傾向ではありますが、市・県・全国平均を下回っています。 

今回、３年に１回実施の理科も含めた３教科の平均は、ほぼ全国平均と並び、本校の

重点努力事項である「全国平均並みの学力をつける」に近づいています。また、国語Ｂ、

算数Ａ、算数Ｂについては、３年連続で成績が上がっており、学力向上対策の効果が目

に見えてきました。子どもたちのがんばりと職員の熱意あふれる指導、家庭学習の定着、

学習支援ボランティアや放課後補充学習等の成果だと思っております。 

国語Ａ（主として国語の知識を問う問題） 

 ○書くことや物語を書くときの構成の効果、主語と述語の関係に注意して書く問題が

全国平均を上回っています。 

 △漢字を書くことや目的に応じて必要な情報を捉えることが低調でした。 

 ※漢字の読み書きがまだまだ不十分です。確実に習得させることが必要です。 

国語Ｂ（主として国語の活用を見る問題） 

 ○話し手の意図を捉えながら聞き自分の意見と比べながら聞く問題、例文を基

にして推薦文を書くときの工夫を選ぶ問題が全国平均を上回っています。 

 △目的に応じて複数の本や文章などを選んで読む問題が低調でした。 

 ※授業でやってきたことが着実に身についています。 

※複数の資料を読みこなし、自分に必要な情報を選択する力が不十分です。長文読解

や複数の資料を読み、必要な情報を選択するような活動を増やす必要があります。 

算数Ａ（主として算数の知識を問う問題） 

 ○１８０°の角の大きさの理解については、全員正解でした。図形の問題も全国平均

を上回っています。無回答率も低く、どの問題にもしっかりと答えていました。 

 △問題場面における数量を２本の数直線上に表す問題、小数の除法の意味や百分率を

求める問題が低調でした。 

 ※百分率や割合、分数の概念を理解したり、問題場面をイメージし、数直線に表した

りして、友だちに説明する力をつけていく必要があります。 

算数Ｂ（主として算数の活用を見る問題） 

 ○示された考えを解釈し、条件を変更して数量関係を考察し、式に表したり、記述し

たりする問題が全国平均を上回っていました。 

 △棒グラフや帯グラフからわかる情報を正しく判断する問題が低調でした。 

 ※記述力は、以前に比べると伸びてきています。グラフや式、数で表されたものから

情報を読み解く力がまだ不十分のようです。 

児童質問紙調査より 

 ○自己肯定感・規範意識も高く、家庭学習をしている児童、地域行事や地域のボラン

ティア活動に参加している児童は、全国平均よりも多いです。 

 △読書の時間が短く、家の人と学校の出来事を話したり、新聞を読んだりする児童の

割合が、全国平均よりも低くなっています。 

今後について 

 学力は、年々向上していますが、漢字の読み書きや算数の四則計算は、まだまだ努力

が必要です。短時間に長文を読みこなす力の向上と算数の基礎基本の更なる定着を目指

します。また、家庭学習の内容の充実と地域ボランティアの活用も継続していきます。 


